
(４)第３章

　
日
本
人
と
外
国
人
が
一
緒
に
な
っ
て
聞
か
れ
た
地
域
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
む
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
主
役
は
多
国

籍
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
。
国
際
協
力
を
旗
印
に
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
（
非
政
府
組
織
）
な
ど
が
新
た
な
舞
台
で
、
‘
交
流
か
ら
相
互
扶

励
に
よ
る
協
力
・
貢
献
の
時
代
へ
。
異
文
化
の
共
生
を
目
指
し

て
、
「
内
な
る
国
際
化
」
は
急
テ
ン
ポ
に
進
み
始
め
た
。

　
■
　
■
　
‐

　
全
町
民
に
旅
券

　
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
車
で
北
へ
約

五
十
分
。
県
中
央
部
に
位
置
す
る

岡
山
県
加
茂
川
町
は
人
口
六
千
七

百
人
の
桃
の
産
地
だ
。
山
あ
い
の

町
役
場
を
訪
ね
た
ら
、
・
国
際
交
流

職
員
で
は
四
人
目
と
い
う
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
ス
ー
ザ
ン
・
キ
ャ

メ
ロ
ン
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。

　
「
こ
ち
ら
か
ら
外
国
に
行
け
ば

向
こ
う
か
ら
も
来
る
。
と
り
わ
け

途
上
国
ど
の
交
流
は
豊
か
さ
と
は

何
か
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
考

え
る
う
え
で
も
貴
重
。
。
全
町
民
が

パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
ち
、
町
内
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
・
活

動
で
き
る
よ
う
日
本
一
グ
ロ
ー
バ

ル
な
町
お
こ
し
を
進
め
て
い
る
」
。

片
山
舜
平
町
長
は
開
ロ
ー
番
、
こ

う
い
っ
て
胸
を
張
っ
た
。

各国ボランティア主役
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”
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国
際
協
力
を
模
索
す
る
自
治
体

が
多
い
な
か
で
、
同
町
は
九
四
年

四
月
、
貢
献
を
明
確
に
盛
り
込
ん

だ
全
国
初
の
「
国

際
化
推
進
条
例
」

を
制
定
。
半
年
後

に
は
推
進
母
体
に

な
る
民
間
貢
献
組

織
「
Ｋ
Ｔ
よ
Ｏ
」
（
会

員
は
現
在
百
四
十

八
人
）
が
発
足
し
、

町
と
住
民
が
一
体

に
な
っ
た
地
域
ぐ

る
み
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
貢
献
活
動
は
多

彩
だ
。
ア
フ
リ
カ

の
ソ
マ
リ
ア
難
民

救
援
や
ク
ロ
ア
チ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
支
援
、
中
国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
・

ク
グ
チ
砂
漠
緑
化
協
力
事
業
な
ど

に
町
職
員
、
’
Ｋ
Ｉ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
ら

を
派
遣
。
こ
の
三
年
間
の
海
外
で

の
貢
献
実
績
は
友
好
親
善
訪
問
な

ど
も
含
め
、
十
三
カ
国
五
十
人
を

超
え
る
規
模
に
達
し
た
。
受
け
入

れ
も
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
国
際
会

議
、
農
業
研
修
、
修
学
旅
行
生
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
十
五
カ
国
百

二
十
人
に
上
り
、
首
実
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　
■
　
■
　
■

　
町
人
口
も
増
加

　
　
「
町
民
の
皆
さ
ん
の
外
国
に
対

す
る
関
心
は
高
く
、
来
年
に
は
家

族
ぐ
る
み
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
」
。
流
ち
ょ
う

な
日
本
語
で
こ
う
話
す
の
は
地
域

活
性
推
進
諜
勤
務
の
ス
ー
ザ
ン
さ

ん
。

　
　
「
地
域
ぐ
る
み
の
国
際
貢
献
活

動
は
極
め
て
ユ
ニ
ー
・
・
ク
」
　
（
自
治

省
国
際
室
）
と
言
え
る
。
そ
の
背

景
に
は
岡
山
市
内
に
活
動
拠
点
を

持
つ
国
連
認
定
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

と
の
連
携
が
あ
る
。
阪
神
大
震
災

で
は
地
震
が
発
生
し
た
二
日
後
に

は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
協
力
、
三
十
人
の

炊
き
出
し
班
が
い
ち
早
く
現
地
入

り
し
た
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
パ
ー
ト
ナ

ー
を
組
め
る
か
ら
こ
そ
外
地
に
も

飛
ぴ
込
め
る
Ｊ
も
ち
ろ
ん
危
険
も

　
　
　
　
△
集
う
▽

イ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
各
国
の
ス
タ
ッ

フ
が
集
っ
て
番
組
の
打
ち
合
せ
を
す
る
「
Ｆ
Ｍ
　
Ｃ

Ｏ
・
Ｃ
Ｏ
・
Ｌ
Ｏ
」
　
（
大
阪
市
住
之
江
区
）

異文化と:の共生に道

伴
う
が
、
職
員
や
町
民
の
モ
ラ
ー

ル
ア
ッ
プ
は
著
し
く
、
地
域
全
体

が
元
気
に
な
っ
た
」
と
片
山
町
長
。

作
戦
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
減
少

の
一
途
だ
っ
た
町
人
口
は
昨
年
、

二
百
五
十
一
人
増
え
、
四
十
年
ぶ

り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

　
大
阪
・
南
港
の
超
高
層
ビ
ル
、

Ｗ
Ｔ
Ｃ
（
大
阪
マ
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
）
。
こ
の
ビ
ル
の
三

階
か
ら
昨
年
十
月
、
中
国
、
タ
イ
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
十
四
カ
国
の
言
葉

で
放
送
を
始
め
た
多
言
語
放
送
局

　
「
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
・
Ｃ
Ｏ
£
○
」

が
熱
い
視
線
を
集
め
る
。
言
語
数

で
も
屈
指
の
放
送
規
模
だ
が
、
異

色
な
の
は
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
番
組
づ
く
り
。
そ
れ
ぞ
れ

　
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
向
け
に
自
由

　
・
に
制
作
で
き
る
よ
う
開
放
し
て
お

　
り
、
外
国
人
に
よ
る
、
外
国
人
の

　
た
め
の
「
多
国
籍
情
報
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」

　
放
送
局
が
登
場
し
た
格
好
だ
。
。

　
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ッ
フ
と
呼
ば

　
れ
る
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
十

　
九
力
国
六
十
人
。
留
学
生
や
語
学

　
学
校
講
師
、
主
婦
な
ど
職
種
は
さ

　
ま
ざ
ま
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
制
作
す
る

　
番
組
は
一
日
十
五
分
・
週
七
本
。

　
関
西
で
暮
ら
す
外
国
人
約
百
万
人

　
向
け
に
、
日
本
の
生
活
情
報
や
母

　
国
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
し
て

　
い
る
が
、
「
最
近
で
は
日
本
人
リ

　
ス
ナ
ー
の
急
増
で
ど
の
番
組
も
日

　
本
語
と
の
チ
ャ
ン
ポ
ン
で
話
す
放

　
送
が
多
く
な
っ
た
」
（
運
営
会
社
、

　
関
西
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
佐
原

　
輝
彦
社
長
）
。
・

　
　
イ
ン
ド
人
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ニ
ー

　
・
フ
ラ
ン
シ
ス
さ
ん
は
「
イ
ン
ド

　
の
料
理
や
観
光
情
報
は
日
本
語
。

　
日
本
人
リ
ス
ナ
ー
の
要
望
で
週
一

　
回
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
教
室
に
充
て

　
て
い
る
」
と
苦
笑
す
る
。
サ
ニ
ー

　
さ
ん
の
本
職
は
翻
訳
業
。
日
本
人

　
リ
ス
ナ
よ
佃
十
人
と
の
交
流
会

　
も
今
月
開
か
れ
る
な
ど
、
放
送
局

　
を
舞
台
に
急
速
に
日
本
人
社
会
と

　
の
距
離
が
狭
ま
っ
た
と
言
う
。

　
　
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

　
市
）
の
田
村
太
郎
事
務
局
長
は
「
同

　
じ
国
の
仲
間
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
ー
は
も
は
や
通
用
し
な
い
。
日

　
常
生
活
の
な
か
で
相
互
扶
助
の
関

　
係
を
ど
ぅ
築
い
て
い
く
か
。
Ｃ
Ｏ

　
・
Ｃ
Ｏ
・
Ｌ
Ｏ
は
新
し
い
国
際
貢

　
献
の
モ
デ
ル
」
と
指
摘
す
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
十
カ
国
語
で
生

活
相
談
な
ど
を
手
掛
け
る
外
国
人

支
環
専
凹
べ
Ｎ
Ｇ
（
と
で
、
ボ
ぅ

ン
チ
ィ
ア
の
登
録
数
は
約
四
百

人
。
二
割
は
外
国
人
だ
。
病
原
性

大
腸
菌
「
Ｏ
（
オ
志
１
５
こ

問
題
で
は
、
い
ち
早
く
Ｃ
Ｏ
・
Ｃ

Ｏ
・
Ｌ
Ｏ
と
連
携
す
る
な
ど
し
て

電
話
相
談
や
情
報
提
供
に
取
り
組

み
、
八
月
に
作
成
し
た
予
防
の
冊

子
（
八
言
語
）
は
全
国
の
自
治
体

’
な
ど
か
ら
申
し
込
み
が
殺
到
し
た

と
い
う
。

　
■
　
■
　
■
。

　
民
間
主
導
で
推
進

　
十
八
カ
国
に
活
動
拠
点
を
持
つ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
。
「
今
は
世
界
が

必
要
と
す
る
都
市
か
ど
ぅ
か
は
国

際
貢
献
活
動
が
尺
度
に
な
る
時

代
。
い
い
例
が
加
茂
川
町
で
、
通

信
や
交
通
の
発
達
で
地
方
の
過
疎

の
町
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
た
。

岡
山
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
積
す
る
蛍

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
‘
を
目
指
せ
ば
、

世
界
都
市
と
し
て
十
分
生
き
残
れ

る
」
。
菅
波
茂
・
代
表
は
貢
献
活

動
の
重
要
性
を
ズ
バ
リ
指
摘
す

る
。

　
そ
の
岡
山
市
で
は
こ
の
十
一

月
、
『
世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
』

が
開
催
さ
れ
る
。
二
十
力
国
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
家
ら
六
百
人
の
参
加
が

見
込
ま
れ
、
関
係
者
は
「
国
連
の

国
際
協
力
専
門
家
養
成
機
関
の
誘

致
な
ど
に
弾
み
を
付
け
た
い
」
（
黒

住
宗
道
・
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山

構
想
を
推
進
す
る
会
事
務
局
長
）

と
意
欲
的
だ
。
隣
接
の
広
島
県
は

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
連
携
、
来
春
に
は
東

広
島
市
内
に
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
レ
ッ
ジ
」

を
開
校
す
る
予
定
と
い
う
。

　
た
だ
、
全
体
で
は
東
京
都
、
神

奈
川
県
な
ど
一
部
が
貢
献
活
動
に

対
し
、
補
助
金
な
ど
で
積
極
支
援

し
て
い
る
も
の
の
、
多
く
の
自
治

体
は
人
材
の
派
遣
や
受
け
入
れ
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
異
文
化
共
生

社
会
の
扉
は
開
け
ら
れ
る
か
、
自

附
体
か
決
断
す
る
時
か
き
で
い

る
。

　
　
　
　
端
亀
娶
蔵
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塁
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写
　
禽
岡
田
萬
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